看護単位の教育担当者による新人看護師を対象とした教育の企画・運営―企画・運営に関する実践の全体構造の解明に向けて― by 天田, 寿江 et al.
1群馬県立県民健康科学大学紀要　第 14巻：1～18，2019
　原　　著
連絡先：〒372─0817 群馬県伊勢崎市連取本町 12-1
伊勢崎市民病院
天田寿江
看護単位の教育担当者による 
新人看護師を対象とした教育の企画・運営 
―― 企画・運営に関する実践の全体構造の解明に向けて ――
天 田 寿 江1)，松 田 安 弘2)，山 下 暢 子2)，服 部 美 香2) 
1）伊勢崎市民病院　　　　　 
2）群馬県立県民健康科学大学
目的：看護単位の教育担当者による新人看護師教育の企画・運営に関する実践を明らかにする．その特徴
の考察を通して，新人教育の実践の全体構造を検討した．
方法：新人教育の企画・運営の経験のある看護単位の教育担当者 14 名を対象とし，半構造化面接法を用
いてデータを収集し，「ベレルソンの方法論を参考にした看護教育学における内容分析」を参考に分析した．
結果：対象者の記述は，看護単位の教育担当者による，新人教育の企画・運営に関する実践 41 カテゴリ
を形成した．そのカテゴリは【教育計画の進行に合わせて，今後の新人看護師の実践に必要な技術演習を
計画する】，【指導担当スタッフに，指導者としての役割遂行の必要性を説明する】などであった．
結論：教育担当者は，本研究の成果を活用することにより，新人看護師の実践の質向上に向けた新人教育
の企画・運営を行える可能性が高い．
　　　キーワード：看護単位の教育担当者，新人看護師を対象とした教育の企画・運営
Ⅰ．緒　　言
　看護職は専門職であり，職業活動に従事する限
り自律的に学習を継続する必要がある1)．看護継
続教育は，専門職としてキャリア・ディベロップ
メントを遂げるための重要な学習機会であり2,3)，
看護基礎教育の上に積み上げられる教育である．
また，看護継続教育は，新人看護師にとって，看
護基礎教育の限界の補完，最新の知識・技術修得
のための機会4) となる．このような背景のもと，
多くの医療機関は新人看護師を対象とした教育
（以下，新人教育と略す）に OJT と Off-JT を用い
ている5,6)．このうち，OJT を用いた新人教育の中
心的な役割を担っているのは，各看護単位の教育
担当者（以下，教育担当者と略す）であり7)，新人
看護師に対する支援への期待は高まっている8,9)．
　厚生労働省は，新人看護職員研修の努力義務化
に先立ち，「新人看護職員研修ガイドライン」を策
定し，教育担当者の役割を「看護部の方針に基づき，
各看護単位で実施される教育の企画・運営を中心
となって行う者である」と規定した10)．このように，
新人看護職員研修が努力義務化され，教育担当者
の役割が明記されたことは，次を意味する．それ
は，教育担当者の役割が期待され重視され，遂行
するべき役割を言語化する必要性が生じているこ
とである．しかし，教育担当者が教育の企画・運
営をどのように行っているのか明文化されていな
い．
2　新人教育の企画・運営に関する研究は，教育担
当者が，教育計画の立案と調整11-13)，目標の設定
と達成度の評価14,15)，支援体制の工夫16,17) などを
行っていることを明らかにしていた．しかし，こ
れらの具体的実践は明らかになっていない．また，
教育担当者が新人教育の企画・運営を重要な役割
として認識しつつも，その具体的な実践内容を明
確には理解できていないと感じ18)，困難さを感じ
ている研究19-23)，役割遂行に関わる自身の能力向
上が課題であると感じている研究24) も存在する．
これらは，教育担当者による新人教育の計画立案
から運営まで，一連の過程で展開される具体的な
実践を理解するために活用可能な研究成果が産出
されていないことを示す．また，教育担当者が自
身の役割遂行に関わる実践内容を十分に理解でき
ないまま試行錯誤している可能性を示す．
　以上を前提とし，本研究は，教育担当者が行っ
ている新人教育の企画・運営に関する実践を明ら
かにすることを目指す．教育担当者は，本研究の
成果を活用することにより，新人看護師の実践の
質向上に向けた新人教育の企画・運営を行える可
能性が高い．
Ⅱ．研究目的
　看護単位の教育担当者による新人看護師を対象
とした教育の企画・運営に関する実践を明らかに
し，その特徴の考察を通して，新人看護師を対象
とした教育の企画・運営に関する実践の全体構造
を検討する．
Ⅲ．用語の概念規定
１．看護単位の教育担当者（nursing unit educator）
　各看護単位で実施する新人教育研修の企画・運
営を中心になって行う者であり，実地指導者や
日々の OJT の中で指導を担当するスタッフへの
助言及び指導，新人看護師への指導，評価を行う
者25,26)．
２．新人看護師を対象とした教育の企画・運営
　　（planning and management of education 
targeting newly graduated nurses）
　看護部が設定した新人看護師に対する教育方針
に基づき，各看護単位の教育担当者が新人教育の
内容を考え，その実現に向けて計画を立て，その
計画が機能するように概ね 1 年間にわたり展開す
る一連の実践．
Ⅳ．研究方法
　本研究は，Berelson, B. の方法論を参考にした
看護教育学における内容分析27) を参考に実施し
た．
１．研究対象者
　前年度に新人教育の企画・運営を概ね 1 年間を
通して実践した経験を持つ看護単位の教育担当者
であり，面接時にも同じ病院に就業している看護
師を研究対象者とした．
２．データ収集
　データ収集には，半構造化面接法を用いた．質
問項目（表 1）は，新人教育の企画・運営について，
1 年間にわたり展開された一連の実践を時間的経
緯に沿って問うように配列した．
　ネットワークサンプリングを用いて対象者を探
索し，研究協力の依頼を行った．研究協力の得ら
れた対象者に，希望する面接時間と場所を確認し，
指定の期日に先述した質問項目に沿って面接を実
施した．面接内容は，対象者の許可を得て IC レ
コーダーに録音した．データ収集期間は，2017
年 4 月 21 日から 2017 年 6 月 20 日であった．
3３．データ収集中のデータ飽和化の確認
　面接終了ごとに，前回までの回答内容と新たに
得られた回答内容の意味内容の類似性を共同研究
者間で検討した．11 名の面接を終了した時点で
新しい意味内容の実践を示す回答内容が出現しな
くなった．さらに，データの飽和化を確認するた
め，所属看護単位の種類など特性の異なる 3 名の
面接を追加したが，新たな意味内容の実践を示す
回答内容は出現しなかったため，データ収集を終
了した．
４．データ化
　面接終了後に，IC レコーダーに録音した内容
を逐語記録として文字化し，その内容を用語の概
念規定「新人看護師を対象とした教育の企画・運
営」の定義と照合し，企画・運営に関する実践を
表す発言内容を抽出した．この抽出した記述を素
データとし，1 名の対象者の面接により得た素
データ全体を文脈単位とした．また，文脈単位の
文章を，「新人教育の企画・運営」を表す 1 内容を
1 項目として含む文章に分割し，これを 1 記録単
位とした．
５．データ分析
　分析に先立ち，「研究のための問い」と「問いに
対する回答文」を次のように設定した．「研究の
ための問い」を「看護単位の教育担当者は，新人
教育の企画・運営に際し，どのような実践を行っ
ているのか」とし，「問いに対する回答文」を「看
護単位の教育担当者は，新人教育の企画・運営に
際し，（　）という実践を行っている」とした．
　次の手順により，データ分析を行った．
1 ）基礎分析
（1）「研究のための問い」に対する回答となる文
章の意味が同一の記録単位群を集約する．
（2）（1）を通してのまとまりに集約してよいか否
かの検討を要すると判断したものは，記録単
位のまとまりの近くに置いた．
（3）（1）から（2）を繰り返した．
（4）「研究のための問い」に対応しているが，表
現が抽象化しすぎていたり意味が不明瞭で
あったりする場合は，理由を明記し分析から
除外した．
（5）全ての記録単位の基礎分析終了後，集約され
たひとまとまりの記録単位である同一記録単
位群を形成した．
2 ）本分析
（1）基礎分析によって形成された同一記録単位群
個々を「研究のための問い」に照合し，その
意味内容の類似性により集約した．
（2）類似性を的確に表す表現を探し，その表現を
カテゴリネームとして置き換えた．
（3）（1）（2）を反復し，カテゴリを形成した．
（4）最後に，各カテゴリに包含された記録単位の
出現頻度を数量化し，カテゴリ毎に集計した．
６．カテゴリの信頼性の確認
　看護教育学における内容分析を用いた研究経験
を持つ看護学研究者 2 名に，一致率産出の協力を
依頼した．一致率は，Scott, W.A. の計算式を用
表１　質問項目
〈看護単位の教育担当者による新人看護師を対象とし
た教育の企画・運営に関する質問〉
問 1 ．看護単位の教育担当者の役割が決定した時，ど
のようなことをしましたか
問 2 ．看護単位の教育担当者の役割が決定した後，ど
のようなことをしましたか
問 3 ．新人看護師が配属になる直前は，どのようなこ
とをしましたか
問 4 ．新人看護師が配属になった時，どのようなこと
をしましたか
問 5 ．新人看護師が夜勤を行える頃に，どのようなこ
とをしましたか
問 6 ．新人看護師が 1 人で業務を行えるようになるま
での間，どのようなことをしましたか
問 7 ．新人看護師が 1 人で業務を行えるようになって
以降，どのようなことをしましたか
4いて算出し，信頼性確保の基準を 70％以上とし
た．
７．カテゴリ形成後のデータ飽和化の確認
　カテゴリ形成後に，先述した対象者と特性の異
なる 3 名の対象者からデータを収集し，「4．デー
タ化」で示した方法と同様にデータ化を行った．
その後，先述したデータ分析により形成されたカ
テゴリに適合するか否かを確認し，データの飽和
化の確認を再度行った．
８．倫理的配慮
　データ収集実施前に模擬対象者 2 名にプレテス
トを行い，看護教育学研究者にスーパービジョン
を受けることを通して面接技術や内容の適切性を
確認した．面接は自由に回答できる雰囲気を作る
ように配慮し，拘束時間や疲労度を考慮した．ま
た，対象者に研究同意書，撤回書について説明し，
署名をしていただくことで同意を得た．さらに，
分析の際は統計処理およびデータを記号化した．
なお，本研究は群馬県立県民健康科学大学倫理委
員会の承認（健科大倫第 2016－38 号）を得て実施
した．
Ⅴ．研究結果
１．対象者の特性（表２）
　分析対象者 14 名の臨床経験年数は，平均 19.4
年（SD 9.0）であった．また，教育担当者経験年
数は，平均 4.1 年（SD 3.6）であった．さらに，
所属施設の設置主体・種類，勤務病棟など多様で
あった．
２．看護単位の教育担当者による新人看護師を対
象とした教育の企画・運営（表３）
　対象者 14 名に行ったインタビューの内容は，
表２　対象者の特性 n＝ 14
対象者の特性項目 項目の範囲・種類・度数・平均・百分率
臨床経験年数 8 年以上 38 年未満 平均 19.4 年（SD 9.0）
教育担当者経験年数 1 年以上 11 年未満 平均 4.1 年（SD 3.6）
所属施設の所在地
東　北 2 名（14.3％）
関　東 6 名（42.9％）
甲信越 2 名（14.3％）
東　海 2 名（14.3％）
近　畿 1 名（ 7.1％）
九州・沖縄 1 名（ 7.1％）
所属施設の設置主体・種類
国（独立行政法人国立病院機構・国立大学法人・その他） 3 名（21.4％）
日本赤十字・済生会・厚生連・保険組合及び連合会 1 名（ 7.1％）
公益法人・学校法人・医療法人・社会福祉法人・その他法人 4 名（28.6％）
都道府県・市町村 6 名（42.9％）
勤務病棟
一般病棟（内科系） 3 名（21.4％）
一般病棟（外科系） 1 名（ 7.1％）
一般病棟（内科・外科混合） 4 名（28.6％）
産婦人科病棟 1 名（ 7.1％）
小児科病棟 1 名（ 7.1％）
ICU/CCU 2 名（14.3％）
手術室 1 名（ 7.1％）
救急外来 1 名（ 7.1％）
＊構成比は，小数点以下を第 2 位を四捨五入しているため , 合計しても必ずしも 100 にはならない．
5表３　カテゴリと記録単位数 n＝ 327
番号 カ　　テ　　ゴ　　リ　　名 記録単位数
1 院内共通の教育計画，他機関の公表資料，過去の教育経験，管理者の意向に基づいて目標を設定し，教育計画を立案する 38 （ 11.6％）
2 新人看護師個々の進捗状況に合わせて，軽症から重症への段階的な患者受け持ちや業務実施内容拡大の時期を計画するとともに，以降の教育計画を変更する 22 （ 6.7％）
3 教育計画の計画通りの進行可否を判断するため，観察・資料点検・指導担当スタッフからの情報収集を通して新人看護師の実践状況や目標達成状況を把握する 20 （ 6.1％）
4 新人看護師配属前に，年間・月間・週間の教育計画表や指導に用いる資料を準備する 17 （ 5.2％）
5 独り立ちや夜勤開始等の段階別の目標と実施・評価時期を具体的に設定する 15 （ 4.6％）
6 配属予定の新人看護師の情報に基づき，担当実地指導者を予め選定する 13 （ 4.0％）
7 教育計画の進行に合わせてオリエンテーションを実施し，自身が実施できない場合は指導担当スタッフに依頼する 13 （ 4.0％）
8 新人看護師の目標達成状況や実践上の問題を指導担当スタッフに随時尋ねる 13 （ 4.0％）
9 教育計画の立案や到達目標チェックリストの作成に向け，必要に応じて指導担当スタッフの協力を得る 12 （ 3.7％）
10 新人看護師の目標達成を支援する具体的な指導方法を指導担当スタッフに説明する 11 （ 3.4％）
11 必要性に応じて報告の機会を設け，新人看護師の教育計画の進捗状況・目標達成状況・今後の指導計画を説明する 10 （ 3.1％）
12 指導担当スタッフに教育計画と指導に必要な情報の提供をするとともに，全スタッフの支援獲得に向けて教育計画を掲示する 9 （ 2.8％）
13 教育計画，到達目標チェックリストを新人看護師に説明する 8 （ 2.4％）
14 新人看護師に学習資源を提供するとともに，実践が求められる看護の学習を指示する 8 （ 2.4％）
15 独り立ちや夜勤開始等の段階別の教育計画進行時や面接時に新人看護師自身の実践状況を尋ねる 8 （ 2.4％）
16 新人看護師個々に目標達成状況を伝えるとともに，未達成内容の実施を勧める 8 （ 2.4％）
17 修得が必要な看護実践の内容を新人看護師に説明するとともに，修得に向けてスタッフからの支援獲得の必要性を説明する 8 （ 2.4％）
18 教育計画の進行に合わせて，今後の新人看護師の実践に必要な技術演習を計画する 7 （ 2.1％）
19 新人看護師対象の集合教育の内容を指導担当スタッフに周知するとともに，その内容の実践機会を新人看護師に提供する 7 （ 2.1％）
20 新人看護師・指導担当スタッフ間の情報交換の円滑化に向けたツールを作成し，その活用を勧める 7 （ 2.1％）
21 新人看護師に必要な学習機会への参加を勧めるとともに，そこで学習した内容を実践に適用するよう指示する 6 （ 1.8％）
22 看護師長に教育計画や新人看護師個々の目標達成状況に合わせた勤務表作成を依頼する 6 （ 1.8％）
23 指導担当スタッフの負担を軽減するための策を講じる 6 （ 1.8％）
24 勉強会企画担当スタッフの協力を得て，新人看護師が修得すべき看護に関する勉強会の開催時期と内容を検討する 5 （ 1.5％）
25 指導や指導体制に対する新人看護師の否定的な解釈の払拭に努める 5 （ 1.5％）
26 教育計画やスタッフの勤務状況に合わせて指導担当スタッフの配置と指導実施期間を計画する 4 （ 1.2％）
27 新人看護師・実地指導者の心身の状態把握に努める 4 （ 1.2％）
28 新人看護師への指導上の困難を指導担当スタッフに尋ねるとともに，新人看護師にも受けた指導の状況を聞く 4 （ 1.2％）
29 新人看護師が経験する実践の指導に相応しいスタッフに指導担当を依頼し，適任者不在の場合は自ら指導を担当する 4 （ 1.2％）
30 新人看護師間の目標達成度差異出現時の本人の意向に基づき，新人看護師個別の目標を設定する 4 （ 1.2％）
31 新人看護師教育の方針を管理者や他の教育担当者に説明し，立案した教育計画を報告する 3 （ 0.9％）
32 関係形成や慰労を目的に新人看護師・実地指導者との勤務時間外の交流機会を設ける 3 （ 0.9％）
33 指導担当スタッフに指導者としての役割遂行の必要性を説明する 3 （ 0.9％）
34 新人看護師の目標達成状況の評価に向けて，到達目標チェックリストの点検を指導担当スタッフに依頼する 3 （ 0.9％）
35 多くのスタッフに周知できる手段を用いて新人看護師の未経験・未達成の到達目標チェックリスト項目の実践機会提供を依頼する 3 （ 0.9％）
36 新人看護師の人数配分と実地指導者の所属を考慮して新人看護師の所属チームを決定する 2 （ 0.6％）
37 新人看護師教育担当者の役割の理解に向けた学習機会を獲得するとともに，実地指導者にも学習機会の獲得を勧める 2 （ 0.6％）
38 看護師あるいはチームの一員としての自覚を持つ必要性を新人看護師に説明する 2 （ 0.6％）
39 新人看護師・実地指導者の意欲保持に向けて日々の努力を認める 2 （ 0.6％）
40 観察，一部実践，単独実践という段階的な実践機会提供を指導担当スタッフに依頼する 1 （ 0.3％）
41 新人看護師による自己学習の不足内容の指導を指導担当スタッフに依頼する 1 （ 0.3％）
記録単位総数 327 （ 100.0％）
6254 文脈単位，451 記録単位に分割できた．この
うち，詳細な発言内容を表す 327 記録単位を分析
対象とした．
　分析の結果，新人教育の企画・運営を表す 41
カテゴリが形成された．
　以下，41 カテゴリのうち，記録単位数の多い
ものから順に結果を論述する．なお，【　】内はカ
テゴリを表し，「　」内は記録単位を表す．
【 1 ．院内共通の教育計画，他機関の公表資料，
過去の教育経験，管理者の意向に基づいて目標を
設定し，教育計画を立案する】
　このカテゴリは，「院内共通の教育計画に基づき，
1 年間の教育計画を立案する」などの内容から形
成された．
【 2 ．新人看護師個々の進捗状況に合わせて，軽
症から重症への段階的な患者受け持ちや業務実施
内容の拡大の時期を計画するとともに，以降の教
育計画を変更する】
　このカテゴリは，「業務の流れに慣れてもらうた
め，最初に新人看護師に軽症の患者の担当を計画
する」などの内容から形成された．
【 3 ．教育計画の計画通りの進行可否を判断する
ため，観察・資料点検・指導スタッフからの情報
収集を通して新人看護師の実践状況や目標達成状
況を把握する】
　このカテゴリは，「実地指導者から新人看護師
個々の教育計画進行可・不可の判断の報告を受け
る」などの内容から形成された．
【 4 ．新人看護師配属前に，年間・月間・週間の
教育計画表や指導に用いる資料を準備する】
　このカテゴリは，「新人看護師に渡すファイルに，
年間計画表，月間計画表，週間計画表とチェック
リストを挟む」などの内容から形成された．
【 5 ．独り立ちや夜勤開始等の段階別の目標と実
施・評価時期を具体的に設定する】
　このカテゴリは，「夜勤前に達成しないといけな
い項目にチェックがついたら新人看護師に夜勤を
計画する」などの内容から形成された．
【 6 ．配属予定の新人看護師の情報に基づき，担
当実地指導者を予め選定する】
　このカテゴリは ,「配属前に，新人看護師の年齢
に合わせて担当を予定していた実地指導者を変え
る」などの内容から形成された．
【 7 ．教育計画の進行に合わせてオリエンテーショ
ンを実施し，自身が実施できない場合は指導担当
スタッフに依頼する】
　このカテゴリは，「夜勤前のオリエンテーション
は新人看護師が夜勤に入る前に行う」などの内容
から形成された．
【 8 ．新人看護師の目標達成状況や実践上の問題
を指導担当スタッフに随時尋ねる】
　このカテゴリは，「新人看護師の目標達成状況を
新人看護師の指導に関わるスタッフに聞く」など
の内容から形成された．
【 9 ．教育計画の立案や到達目標チェックリスト
の作成に向け，必要に応じて指導担当スタッフの
協力を得る】
　このカテゴリは，「実地指導者に『自分の担当す
る新人さんの週間計画表を作成してください』と
依頼する」などの内容から形成された．
【10．新人看護師の目標達成を支援する具体的な
指導方法を指導担当スタッフに説明する】
　このカテゴリは，「新人看護師の技術修得に向け，
実地指導者に自身の技術が自己流にならないよう
に説明する」などの内容から形成された．
【11．必要性に応じて報告の機会を設け，新人看
護師の教育計画の進捗状況・目標達成状況・今後
の指導計画を説明する】
　このカテゴリは，「管理的役割を担うスタッフ会
議など教育担当者として報告する場で，新人看護
師の進捗状況や独り立ちの時期，担当する患者数
を増やすことについて説明する」などの内容から
形成された．
【12．指導担当スタッフに教育計画と指導に必要
7な情報を提供するとともに，全スタッフの支援獲
得に向けて教育計画を掲示する】
　このカテゴリは，「4 月分の新人看護師の計画を
スタッフ全員に周知できるよう貼り出す」などの
内容から形成された．
【13．教育計画，到達目標チェックリストを新人
看護師に説明する】
　このカテゴリは，「新人看護師が配属されたとき
に年間計画表をもとに 1 年間のスケジュールを説
明する」などの内容から形成された．
【14．新人看護師に学習資源を提供するとともに，
実践が求められる看護の学習を指示する】
　このカテゴリは，「新人看護師が学習できるよう
に病棟特有の疾患をまとめた一覧表を4 月に渡す」
などの内容から形成された．
【15．独り立ちや夜勤開始等の段階別の教育計画
進行時や面接時に新人看護師自身の実践状況を尋
ねる】
　このカテゴリは，「夜勤が終了した日に心情を含
め，『どんなことができてどこが困ったか』という
ことを新人看護師に聞く」などの内容から形成さ
れた．
【16．新人看護師個々に目標達成状況を伝えると
ともに，未達成内容の実施を勧める】
　このカテゴリは，「面接時，新人看護師が提出し
たチェックリストをみながら成果と課題などを具
体的に説明する」などの内容から形成された．
【17．修得が必要な看護実践の内容を新人看護師
に説明するとともに，修得に向けてスタッフから
の支援獲得の必要性を説明する】
　このカテゴリは，「新人看護師が潜在的な問題や
今後の状況などを考えられるように，『今日患者を
見るだけが看護じゃない』と説明する」などの内
容から形成された．
【18．教育計画の進行に合わせて，今後の新人看
護師の実践に必要な技術演習を計画する】
　このカテゴリは，「3 月にすぐに実践に活かせる
ような演習の計画を立案する」などの内容から形
成された．
【19．新人看護師対象の集合教育の内容を指導担
当スタッフに周知するとともに，その内容の実践
機会を新人看護師に提供する】
　このカテゴリは，「実地指導者やスタッフに，新
人看護師が『今日こんな研修をやってきてこんな
ことを学んだ』ということを説明する」などの内
容から形成された．
【20．新人看護師・指導担当スタッフ間の情報交
換の円滑化に向けたツールを作成し，その活用を
勧める】
　このカテゴリは，「新人看護師の指導に関わるス
タッフの勤務が合わないため，新人看護師に実施
した指導内容を記載する連絡ノートを作成する」
などの内容から形成された．
【21．新人看護師に必要な学習機会への参加を勧
めるとともに，そこで学習した内容を実践に適用
するよう指示する】
　このカテゴリは，「新人看護師に必要な研修を集
合教育で受けるように勧める」などの内容から形
成された．
【22．看護師長に教育計画や新人看護師個々の目
標達成状況に合わせた勤務表作成を依頼する】
　このカテゴリは，「新人看護師と実地指導者の同
一勤務を看護師長に依頼する」などの内容から形
成された．
【23．指導担当スタッフの負担を軽減するための
策を講じる】
　このカテゴリは，「新しい業務をサポートする新
人看護師の指導に関わるスタッフにはあまり患者
を受け持たせないようにする」などの内容から形
成された．
【24．勉強会企画担当スタッフの協力を得て，新
人看護師が修得すべき看護に関する勉強会の開催
時期と内容を検討する】
　このカテゴリは，「昨年度の反省を踏まえ，新人
8看護師を対象とした実践困難な急変対応シミュ
レーションの勉強会の時期を勉強会企画担当ス
タッフと一緒に決める」などの内容から形成され
た．
【25．指導や指導体制に対する新人看護師の否定
的な解釈の払拭に努める】
　このカテゴリは，「新人看護師に厳しい指導をし
た時，『精神的な支援をお願いします』と実地指導
者に依頼する」などの内容から形成された．
【26．教育計画やスタッフの勤務状況に合わせて
指導担当スタッフの配置と指導実施期間を計画す
る】
　このカテゴリは，「患者の安楽を考えた看護に気
づけるように，12 月と 1 月に 3 日間，新人看護
師に実地指導者より経験豊かな看護師をつける」
などの内容から形成された．
【27．新人看護師・実地指導者の心身の状態把握
に努める】
　このカテゴリは，「新人看護師が行える業務が増
えてきて夜勤を行うようになると，ストレスが多
くなるため，外食などの新人看護師の心身の状況
を聞く機会を設ける」などの内容から形成された．
【28．新人看護師への指導上の困難を指導担当ス
タッフに尋ねるとともに，新人看護師にも受けた
指導の状況を聞く】
　このカテゴリは，「実地指導者に新人看護師と関
わっていく中で困っていることはないか聞く」な
どの内容から形成された．
【29．新人看護師が経験する実践の指導に相応し
いスタッフに指導担当を依頼し，適任者不在の場
合は自ら指導を担当する】
　このカテゴリは，「新人看護師が初めて患者の担
当をするときは，経験豊かな看護師に一緒に担当
することを依頼する」などの内容から形成された．
【30．新人看護師間の目標達成度差異出現時の本
人の意向に基づき，新人看護師個別の目標を設定
する】
　このカテゴリは，「新人看護師の目標達成度に差
が出てきたときに，本人に目標設定を求める」な
どの内容から形成された．
【31．新人看護師教育の方針を管理者や他の教育
担当者に説明し，立案した教育計画を報告する】
　このカテゴリは，「2 月の教育方針について看護
師長，副看護師長に説明する」などの内容から形
成された．
【32．関係形成や慰労を目的に新人看護師・実地
指導者との勤務時間外の交流機会を設ける】
　このカテゴリは，「新人看護師と信頼関係を作る
ために食事に行く」などの内容から形成された．
【33．指導担当スタッフに指導者としての役割遂
行の必要性を説明する】
　このカテゴリは，「スタッフに実地指導者でなく
ても，新人看護師に関わるときには実地指導者と
同じ役割を担うことを説明する」などの内容から
形成された．
【34．新人看護師の目標達成状況の評価に向けて，
到達目標チェックリストの点検を指導担当スタッ
フに依頼する】
　このカテゴリは，「10 月の新人看護師の到達目
標チェックリストの点検を実地指導者に依頼する」
などの内容から形成された．
【35．多くのスタッフに周知できる手段を用いて
新人看護師の未経験・未達成の到達目標チェック
リスト項目の実践機会提供を依頼する】
　このカテゴリは，「新人看護師が経験できていな
い処置や検査は実施しないで新人看護師に言葉を
かけるようにカンファレンスでスタッフに依頼す
る」などの内容から形成された．
【36．新人看護師の人数配分と実地指導者の所属
を考慮して新人看護師の所属チームを決定する】
　このカテゴリは，「実地指導者の所属を考えなが
ら新人看護師の所属する病棟のチームを決める」
などの内容から形成された．
【37．新人看護師教育担当者の役割理解に向けた
9学習機会を獲得するとともに，実地指導者にも学
習機会の獲得を勧める】
　このカテゴリは，「新人看護師教育担当者の役割
を理解するため，院外の研修を受講する」などの
内容から形成された．
【38．看護師あるいはチームの一員としての自覚
を持つ必要性を新人看護師に説明する】
　このカテゴリは，「自覚を持ってもらうため『新
人看護師としてではなく，スタッフの 1 人として
見られますよ』と説明する」などの内容から形成
された．
【39．新人看護師・実地指導者の意欲保持に向け
て日々の努力を認める】
　このカテゴリは，「新人看護師が思うように成長
しなかったとき実地指導者は心が折れているので
繰り返し励ます」などの内容から形成された．
【40．観察，一部実践，単独実践という段階的な
実践機会提供を指導担当スタッフに依頼する】
　このカテゴリは，「実地指導者に『最初は見学し，
次は必要物品を一緒に用意し，支援していくなど，
段階を踏んで教えてください，突然実施してもら
うのはしないように』と依頼する」という内容か
ら形成された．
【41．新人看護師による自己学習の不足内容の指
導を指導担当スタッフに依頼する】
　このカテゴリは，「実地指導者に新人看護師の自
己学習が足りないところの指導を依頼する」とい
う内容から形成された．
３．カテゴリの信頼性
　カテゴリの一致率は，90.5％，83.4％であった．
４．カテゴリ形成後のデータ飽和化の再確認
　先述した 14 名の対象者とは特性の異なる対象
者 3 名のインタビュー内容は，41 文脈単位，60
記録単位に分割できた．このうち，詳細な発言内
容であった 56 記録単位を対象とし，56 記録単位
すべてが形成された 41 カテゴリに適合すること
を確認した．
Ⅵ．考　　察
　本研究の結果である 41 カテゴリと文献を照合
し，企画・運営に関する実践の全体構造を検討し
た．用語の概念規定に基づき区分した結果，企画
を表す 13 カテゴリと運営を表す 28 カテゴリに区
分された．また，これらは企画を表す 3 側面，運
営を表す 7 側面に区分されることを示し，「看護単
位の教育担当者による新人教育の企画・運営に関
する実践の全体構造」として整理できる（表 4）．
　企画を表す 13 カテゴリのうち，第 1 に，【1．院
内共通の教育計画，他機関の公表資料，過去の教
育経験，管理者の意向に基づいて目標を設定し，
教育計画を立案する】に着目した．
表４　看護単位の教育担当者による新人看護師を対象とした教育の企画・運営に関する実践の全体構造
企画
《人的・物的資源と看護部の理念・方針を考慮して看護単位独自の教育計画の全体構想を設計す
る》
カテゴリ【1】【5】【4】【36】【6】
《新人看護師個々に修得が必要な知識・技術とスタッフの勤務状況を考慮して，教育計画を具体
化・変更する》
カテゴリ【18】【2】【30】【22】【26】
《目標や教育の必要性の明確化に基づき新人看護師育成の体制を構築する》 カテゴリ【9】【24】【34】
運営
《教育計画の推進に向けて新人看護師と指導担当スタッフの準備状態を整える》 カテゴリ【13】【25】【31】【11】【12】
《効果的な指導に向けて最適なスタッフを選択し，実践能力の向上に必要な実践機会を新人看護
師に提供する》
カテゴリ【7】【29】【40】【35】【19】
《指導担当スタッフによる役割遂行を促進する》 カテゴリ【10】【33】【20】
《新人看護師と実地指導者の役割移行や役割遂行に伴う困難の克服に向けた支援を行う》 カテゴリ【32】【27】【39】【23】
《教育目標の達成に向けて，新人看護師に提供される教育の過程と成果を評価する》 カテゴリ【3】【15】【8】【28】
《新人看護師に専門職として求められる自律的な活動を促す》 カテゴリ【16】【38】【17】
《専門職として必要不可欠な学習継続を全スタッフで目指す》 カテゴリ【21】【14】【41】【37】
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　新人教育の目標は，各施設や看護単位の状況に
応じて設定する必要がある28)【1】は，教育担当者
が院内共通の教育計画や新人看護職員研修ガイド
ラインなどの他機関の公表資料に基づいて，段階
別の目標や評価時期などを設定した看護単位独自
の年間教育計画を立案している可能性を示す．
　これに関連して，【5．独り立ちや夜勤開始等の
段階別の目標と実施・評価時期を具体的に設定す
る】と【4．新人看護師配属前に，年間，月間，週
間の教育計画表や指導に用いる資料を準備する】
に着目した．【5】は，【1】の「教育計画」のうち，
段階別の目標と実施・評価時期を具体的に設定す
る実践を示す．【4】は，「教育計画」の資料を準備
する実践であり，【1】【5】の結果を具現化する実
践であることを示す．
　これらは，【1】【5】【4】が，院内共通の教育計
画や他機関の公表資料に基づいて，看護単位独自
の年間教育計画の全体構想を設計するという教育
担当者の企画に関わる実践を表していることを示
す．また，教育担当者にとって，院内共通の教育
計画や他機関の公表資料は，年間教育計画の全体
構想を設計する際の資源となっていることを示す．
資源とは，一般的に，ある目的に利用され得る物
質や人材29) を意味するが，当事者が成人の場合，
経験も重要な資源となり得る30)．これは，【1】の「過
去の教育経験」が，教育計画を設計するための貴
重な資源となっている可能性を示す．
　一方，【1】に表される「管理者の意向」は，先述
した資源の定義とは合致しない．看護部の理念や
方針に基づき，教育の企画・運営の実践を行うこ
とは，教育担当者の役割の一つであり31)，看護部
の理念に基づき教育などに携わる「管理者の意向」
に基づくことは看護部の理念と方針に基づくこと
である．
　次に，【36．新人看護師の人数配分と実地指導者
の所属を考慮して新人看護師の所属チームを決定
する】と【6．配属予定の新人看護師の情報に基づ
き，担当実地指導者を予め選定する】に着目した．
　先行研究32) は，活用可能な人的・経済的資源，
業務の遂行と計画の進行の両立などを考慮して教
育計画が立案される必要性を明らかにした．これ
らは，【36】【6】が，看護業務の確実な遂行と教育
計画の効果的な進行の両立に向け，活用可能な人
的資源を考慮した教育計画を立案している可能性
があることを示す．
　以上は，【1】【5】【4】【36】【6】が，《人的・物的
資源と看護部の理念・方針を考慮して看護単位独
自の教育計画の全体構想を設計する》という側面
をもつことを示唆する．
　第 2 に，【18．教育計画の進行に合わせて，今後
の新人看護師の実践に必要な技術演習を計画する】
と【2．新人看護師個々の進捗状況に合わせて，軽
症から重症への段階的な患者受け持ちや業務実施
内容拡大の時期を計画するとともに，以降の教育
計画を変更する】に着目した．
　新人看護師は，日々変化する存在であり，個人
に合わせて関わり方を変えていく必要がある33)．
また，先行研究34) は，教育担当者が，新人看護師
の知識や特徴を知り，具体的に演習計画を立案し
ていることを明らかにしていた．新人教育は，優
先順位を考えながら看護を実践するための能力を
段階的に身につけられるように指導を行う35) 必要
がある．【18】【2】は，教育計画を新人看護師個々
に合わせて具体化，変更している実践を示す．
　次に，【30．新人看護師間の目標達成度差異出現
時の本人の意向に基づき，新人看護師個別の目標
を設定する】に着目した．
　目標は，新人看護師や指導スタッフが同じ方向
に進む指標となる36)．また，現在の新人看護師の
状況と目標に差がある場合，指導や新人看護師自
身の学習の必要性を見出すために役立つ37)．また，
「本人の意向」に基づくことは，新人看護師の主
体性を尊重した目標を共有する38) 実践であること
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を示す．
　次に，【22．看護師長に教育計画や新人看護師
個々の目標達成状況に合わせた勤務表作成を依頼
する】に着目した．
　先行研究39) は，技術熟達度などを重要視して勤
務表の作成をしていることを明らかにしていた．
【22】は，それを考慮した「勤務表作成」を看護管
理者に依頼する実践を示す．
　次に，【26．教育計画やスタッフの勤務状況に合
わせて指導担当スタッフの配置と指導実施期間を
計画する】に着目した．
　先行研究40,41) は，教育担当者が，指導体制を構
築することが難しいなどに課題や困難を感じてお
り，協力できるスタッフの配置などを希望してい
ることを明らかにしていた．これらは，指導担当
スタッフが，業務の遂行を並進しながらそれを実
施していることに起因する．また，新人教育は教
育計画の内容や実施期間を各施設，看護単位の特
性に合わせて自由にアレンジすることが有効であ
り42)，「指導実施期間」を教育計画やスタッフの勤
務状況に合わせて行うことは教育計画と業務の両
方が円滑に進行するために効果的である．
　以上は，【18】【2】【30】【22】【26】が，《新人看
護師個々に修得が必要な知識・技術とスタッフの
勤務状況を考慮して，教育計画を具体化・変更す
る》という側面をもつことを示唆する．
　第 3 に，【9．教育計画の立案や到達目標チェッ
クリストの作成に向け，必要に応じて指導担当ス
タッフの協力を得る】と【34．新人看護師の目標
達成状況の評価に向けて，到達目標チェックリス
トの点検を指導担当スタッフに依頼する】に着目
した．
　新人看護師の教育計画や到達目標チェックリス
トの内容を検討することは，指導担当スタッフが
新人看護師の目標を理解する機会となる43)．「到
達目標チェックリストの点検」を行うことは，新
人看護師の目標だけでなく，その到達度を確認す
ることにもなる．新人教育は，組織全体で育成で
きる体制づくりと，その体制を機能させていくこ
とが重要であり44)，【9】【34】はこれらの実践を示
す．
　次に，【24．勉強会企画担当スタッフの協力を得
て，新人看護師が修得すべき看護に関する勉強会
の開催時期と内容を検討する】に着目した．
　分散教育に位置づく勉強会は，学習者のレディ
ネスを調整しやすいという利点があるため，必要
性に合った教育を実施できる45)．先行研究46) は，
看護単位別勉強会の企画・運営に伴う困難に対し，
当該勉強会開催に必要な関係者と協議するなどに
より，この困難を克服していることを明らかにし
ていた．【24】は，指導担当スタッフと協力し，
新人教育の必要性にあった勉強会の内容を明確に
する実践を示す．
　以上は，【9】【34】【24】が，《目標や教育の必要
性の明確化に基づき新人看護師育成の体制を構築
する》という側面を持つことを示唆する．
　運営を表す 28 カテゴリのうち，第 1 に，【13．
教育計画，到達目標チェックリストを新人看護師
に説明する】に着目した．
　教授者は，学習者の準備状態の把握と必要な課
題を提示し，学習者は教育の目的や目標を理解し，
教授者から提示される課題に取り組み，準備状態
を整える必要がある47)．【13】は，新人看護師が
準備状態を整えられるように支援する実践を示
す．
　次に，【25．指導や指導体制に対する新人看護師
の否定的な解釈の払拭に努める】に着目した．
　新人看護師は，入職時などの精神的緊張感が高
まる時期に印象や漠然としたイメージを形成し，
怒り，恐れなどの非常に強い情動的状態によって
歪曲されることがある48)．このような新人看護師
の否定的な解釈を防ぐためには，指導者の意図を
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伝え，指導をどのように受け止めたのかを把握す
るとともに，今後の実践を円滑に行えるための準
備を一緒に考えていくことが重要であり49)，【25】
は新人看護師の否定的な解釈を防ぐ実践を示す．
　次に，【31．新人看護師教育の方針を管理者や他
の教育担当者に説明し，立案した教育計画を報告
する】【11．必要性に応じて報告の機会を設け，
新人看護師の教育計画の進捗状況・目標達成状
況・今後の指導計画を説明する】【12．指導担当
スタッフに教育計画と指導に必要な情報の提供を
するとともに，全スタッフの支援獲得に向けて教
育計画を掲示する】に着目した．
　先行研究50) は，教育担当者が，スタッフとの協
力や連携が難しいと知覚していることを明らかに
していた．スタッフとの連携を図り，指導者の準
備を整えるためには，教育内容と指導時期や方法，
年間教育計画を明示することが重要である51)．
【31】【11】【12】の実践は，全スタッフの支援獲
得に向けて必要不可欠であり，指導担当スタッフ
が新人教育の準備を整えるためにも重要な実践で
あることを示す．
　以上は，【13】【25】【31】【11】【12】が，《教育計
画の推進に向けて新人看護師と指導担当スタッフ
の準備状態を整える》という側面を持つことを示
唆する．
　第 2 に，【7．教育計画の進行に合わせてオリエ
ンテーションを実施し，自身が実施できない場合
は指導担当スタッフに依頼する】に着目した．
　オリエンテーションは，新人看護師が実践の受
け入れ態勢を整えることを目的に実施される．し
かし，オリエンテーションによる膨大な情報の集
中的な詰込みは，重圧感と緊張感を感じている新
人看護師を混乱させてしまうことがある52)．その
ため，指導担当スタッフは，提供する情報を精選
するとともに不安をやわらげる必要がある．
　次に，【29．新人看護師が経験する実践の指導に
相応しいスタッフに指導担当を依頼し，適任者不
在の場合は自ら指導を担当する】に着目した．
　新人看護師の教育には，専門的な知識・技術を
有する職員を参画させることが重要である53)．指
導担当スタッフおよび教育担当者は，新人看護師
の実践に必要な知識，技術を兼ね備え，教育内容
に精通している必要がある．また，それが適任者
を選定する前提にもなる．
　これに関連して，【40．観察，一部実践，単独実
践という段階的な実践機会提供を指導担当スタッ
フに依頼する】と【35．多くのスタッフに周知で
きる手段を用いて新人看護師の未経験・未達成の
到達目標チェックリスト項目の実践機会提供を依
頼する】に着目した．
　技術修得は，実践の順に行うことが有効であり
段階的な OJT が重要である54)．また，到達目標
チェックリストを用いた実践状況の評価は，臨床
実践能力の向上につながるフィードバックを可能
にする55)．これらは，【7】【29】【40】【35】が，新
人看護師への段階的な実践機会の提供，実践能力
の向上に必要な実践機会の提供を専門的な知識・
技術を有する指導担当スタッフに依頼しているこ
とを示す．
　次に，【19．新人看護師対象の集合教育の内容を
指導担当スタッフに周知するとともに，その内容
の実践機会を新人看護師に提供する】に着目した．
　新人看護師の実践能力向上のための学習機会で
ある OJT，Off-JT，自己学習を相互に連携すると
学習効果が増大する56)．そのためには，指導者が
Off-JT で得た新人看護師の学習成果の内容をス
タッフに伝達することが必要である57)．また，
OJT と Off-JT は教育目標に組み合わせることで
効果が上がる58) ため，集合教育の内容に関する実
践機会を新人看護師に提供することは効果的であ
る．これらは，【19】が，効果的な指導に向けて，
OJT と Off-JT を連携した教育内容に関する新人
看護師の実践機会を提供している実践を示す．
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　以上は，【7】【29】【40】【35】【19】が，《効果的
な指導に向けて最適なスタッフを選定し，実践能
力の向上に必要な実践機会を新人看護師に提供す
る》という側面を持つことを示唆する．
　第 3 に，【10．新人看護師の目標達成を支援する
具体的な指導方法を指導担当スタッフに説明する】
と【33．指導担当スタッフに指導者としての役割
遂行の必要性を説明する】に着目した．
　指導者が適切に指導を行うためには，指導の内
容と方法の両者に関する知識，技術が必要である59)．
【10】【33】は，指導方法や指導者としての役割そ
のものがわからない指導担当スタッフへの実践を
表し，指導を担当するスタッフの役割遂行に影響
することを示す．
　次に，【20．新人看護師・指導担当スタッフ間の
情報交換の円滑化に向けたツールを作成し，その
活用を勧める】に着目した．
　厚生労働省のガイドラインは，新人看護職員同
士や実地指導者，教育担当者とのつながりが，新
人看護職員が新たな環境に適応していく上での大
きな支えとなる60) ことを示している．また，それ
に関わるツールは，新人看護師が自身の経験を可
視化でき，学びを振り返るときなどに使用できる61)．
【20】の「情報交換の円滑化に向けたツール」は，
新人看護師の新たな環境への適応を促進するとと
もに，自己評価と他者評価の獲得を促進する可能
性がある．このツールは，指導者にとっても，指
導を客観的に評価でき，効果的に役割を遂行でき
る可能性が高い．
　以上は，【10】【33】【20】が，《指導担当スタッフ
による役割遂行を促進する》という側面を持つこ
とを示唆する．
　第 4 に，【32．関係形成や慰労を目的に新人看護
師・実地指導者との勤務時間外の交流機会を設け
る】と【27．新人看護師・実地指導者の心身の状
態把握に努める】に着目した．
　先行研究62) は，新人看護師が，指導者との関係
性や相互行為に不安を感じていることを明らかに
していた．また，役割移行の際，心身ともに疲弊
することを明らかにしていた63)．さらに，実地指
導者も，役割遂行時，自分の目指す姿と現実の姿
の落差を感じている64)．OJT を機能させるために
は，新人看護師や実地指導者の状況を理解する必
要がある65)【32】【27】は，新人看護師と実地指導
者の役割移行に伴う心身の状態への影響を把握す
る実践を示す．
　次に，【23．指導担当スタッフの負担を軽減する
ための策を講じる】と【39．新人看護師・実地指
導者の意欲保持に向けて日々の努力を認める】に
着目した．
　先行研究66,67) は，実地指導者が指導上の困難を
感じていることや実地指導者を支援するスタッフ
に求められる能力・資質が，プリセプターの意欲
を低下させずに必要な支援を行うなどであること
を明らかにしていた．新人看護師や実地指導者は，
組織や個人が期待する目標を達成できないとき，
自身の役割遂行の不十分さに悩み，役割遂行への
意欲を低下させる68)．看護師の意欲を維持するた
めには，その努力や実践を承認することが有用で
ある69)．【23】【39】は，実地指導者が役割遂行上
の困難を克服できるように支援する実践を示す．
　以上は，【32】【27】【39】【23】が，《新人看護師
と実地指導者の役割移行や役割遂行に伴う困難の
克服に向けた支援を行う》という側面を持つこと
を示唆する．
　第 5 に，【3．教育計画の計画通りの進行可否を
判断するため，観察・資料点検・指導担当スタッ
フからの情報収集を通して新人看護師の実践状況
や目標達成状況を把握する】に着目した．
　教育評価を適切に行うためには，明確に査定す
るための情報を必要とする70)．【3】は，教育評価
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を適切に行うために必要な実践であることを示
す．
　次に，【15．独り立ちや夜勤開始等の段階別の教
育計画進行時や面接時に新人看護師自身の実践状
況を尋ねる】【8．新人看護師の目標達成状況や実
践上の問題を指導担当スタッフに随時尋ねる】
【28．新人看護師への指導上の困難を指導担当ス
タッフに尋ねるとともに，新人看護師にも受けた
指導状況を聞く】に着目した．
　教育は，過程と成果の両側面から評価し，その
結果を次の教育活動に反映させていく必要があ
る71)．【15】【28】は，教育の過程に関する情報を
収集している実践を示す．また，【8】は，教育の
成果に関する情報を収集している実践を示す．
　以上は，【3】【15】【8】【28】が，《教育目標の達
成に向けて，新人看護師に提供される教育の過程
と成果を評価する》という側面を持つことを示唆
する．
　第 6 に，【16．新人看護師個々に目標達成状況を
伝えるとともに，未達成内容の実施を勧める】と
【17．修得が必要な看護実践の内容を新人看護師
に説明するとともに，修得に向けてスタッフから
の支援獲得の必要性を説明する】に着目した．
　看護師が自律的な活動を実現していくためには，
自己評価が有用である72)．また，自己評価を適切
に行うための適切な評価基準が必要であり73)，他
者評価をその基準にすることもできる74)．【16】
【17】は，新人看護師に他者評価の結果を伝える
という実践を示す．
　次に，【38．看護師あるいはチームの一員として
の自覚を持つ必要性を新人看護師に説明する】に
着目した．
　「自覚」とは，自己認識ともいい，自分自身の
立場・状態・能力などをよく知ることである75)．
【38】は，専門職として求められる自律的な活動
を新人看護師に求める実践を示す．
　以上は，【16】【38】【17】が，《新人看護師に専門
職として求められる自律的な活動を促す》という
側面をもつことを示唆する．
　第 7 に，【21．新人看護師に必要な学習機会への
参加を勧めるとともに，そこで学習した内容を実
践に適用するよう指示する】と【14．新人看護師
に学習資源を提供するとともに，実践が求められ
る看護の学習を指示する】に着目した．
　看護職は専門職であり，自律的に学習し続ける
必要がある76)．【21】【14】は，専門職として必要
不可欠な学習継続を支援する実践を示す．
　次に，【41．新人看護師による自己学習の不足内
容の指導を指導担当スタッフに依頼する】に着目
した．
　看護者が質の高い看護を提供するためには，常
に新しい知識・技術を獲得する必要がある．学習
者は知識を伝達されるものではなく，他者との相
互作用から経験を意味づけ，知識を作り上げて構
成していくものであり，これにより実際に使える
知識が形成される77)．【41】は，新人看護師にとっ
て他者である指導担当スタッフとの相互作用から
経験を意味づけ，自己学習の補足により，実際に
使える知識を形成していくことに繋がる支援を示
す．
　次に，【37．新人看護師教育担当者の役割の理解
に向けた学習機会を獲得するとともに，実地指導
者にも学習機会の獲得を勧める】に着目した．
　看護職は専門職であり，後輩の育成に関わる責
務を持つ78)．また，教育担当者の多くは，計画立
案や評価が適切に行えているかわからないなどの
問題に直面しており，その原因を自己の学習不足
であると捉えている79)．先行研究80) は，指導に必
要な知識を修得しないまま新人看護師を指導して
いる実地指導者の状況を明らかにし，知識習得を
目的とした研修などの学習機会の必要性を示し
た．【37】は，役割理解に向けた学習不足という
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問題を克服しようとする実践である可能性を示す．
また，実地指導者にも学習を勧める実践をも含む．
　以上は，【21】【14】【41】【37】が，《専門職とし
て必要不可欠な学習継続を全スタッフで目指す》
という側面を持つことを示唆する．
Ⅶ．結　　論
1 ．本研究は，教育担当者による新人教育の企画・
運営に関する実践 41 カテゴリ，すなわち 41 種
類の実践を明らかにした．また，カテゴリの一
致率は，90.5％，83.4％であり，カテゴリが信
頼性を確保していることを示した．
2 ．本研究は，考察を通して，教育担当者による
新人教育の企画・運営に関する全体構造を導い
た．全体構造は 10 の側面に区分されることを
示し，「企画に関する実践」は 3 側面，「運営に関
する実践」は 7 側面であった．
3 ．教育担当者は，本研究の成果を活用すること
により，新人看護師の実践の質向上に向けた新
人教育の企画・運営を行える可能性が高い．ま
た，医療機関や看護単位の特徴に合わせて本研
究の結果を活用する必要がある．
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Nursing Unit Educators’ Practice Related to Educational Planning 
and Management Targeting Newly Graduated Nurses 
―― Toward the Elucidation of the Entire Structure of Practice Concerning Planning and Management ――
Toshie Amada1), Yasuhiro Matuda2), Nobuko Yamasita2) and Mika Hattori2) 
1）Isesaki Municipal Hospital 
2）Gunma Prefectural College Of Health Sciences
Objectives: The purpose of this research was to clarify nursing unit educators’ practice related to the planning and 
management of education targeting newly graduated nurses.  By considering their characteristics, we examined the entire 
structure of practice related to newly graduated nurses’ education.
Methods: Semi-structured interviews were conducted with 14 nurse educators with experience in planning and managing 
education for newly graduated nurses, and the interview data were analyzed using “content analysis for nursing education 
based on Berelson’s methodology” as a reference.
Results: Forty-one categories were formed,such as “Along with the progress of education planning,plan technical 
exercises necessary for the practice of new nurses in the future” and “Explain the necessity of performing the role of an 
instructor to teaching staff.”
Conclusion: By utilizing the results of the present study, nursing unit educators can plan and manage nursing education 
to improve the quality of nursing practice by newly graduated nurses.
　　　Key words: nursing unit educator, planning and management of education targeting newly graduated nurses
